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【今月のTOPICS】 

Letter News 

 ６月１４日（金）～１５日（土）岩手県盛岡市岩手市民文化ホールにて、第１５回日本医療マネジ
メント学会学術総会が開催されました。看護部から入退院支援センター 風呂直子さん、５階西
病棟 野上京子さんが、下記演題にて発表を行い、風呂さんが座長賞を頂きました。 
おめでとうございます。この経験を今後の看護業務に活かしてくれることを期待しています。 
              
             【入退院支援センター開設後院内周知への取り組み 
                            ～職員・地域・患者満足を目指して～】 
              演者：入退院支援センター  風呂直子 
              
             【術前の口腔ケア指導に対するスタッフ 
                             の意識改革】 
              演者：５階西病棟  野上京子 
               
              
 

  ６月１４、１５日 第１５回日本医療マネージメント学会学術総会に出席させて頂き、『入退
院支援～職員満足・地域満足・患者満足を目指して～』をテーマに、この１年間の院内周知、
退院支援への取り組みを発表させて頂きました。 
  センター業務は院内スタッフの協力なしにはスムーズに進まない事を痛感しています。 
今回の取り組みを基に、更に連携を強化し皆様の期待にも応えられるよう、業務を進めてい
きたいと思います。この様な貴重な学会に出席させて頂き、また「座長賞」という名誉ある賞
を頂き、スタッフ一同、大変光栄に思っています。ありがとうございました。 
                                   入退院支援センター  風呂 直子 ５階西病棟 野上さんと小坂師長 
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 全６ページで写真やイラ
ストを交え、分かりやすく
ストーマサイトマーキング
について掲載しています。 
  ６階西病棟に置いてあ

りますので是非、皆さん
参考にご覧下さい。 

                      
               
              「エキスパートナース６月号」ＷＯＣ認定看護師 
                             山本千春さんの記事が掲載されました！ 
              
                                             
                                                                       

山本千春 
財団法人津山慈風会 
津山中央病院 
看護統括部 主任ﾘｰﾀﾞｰ 
（皮膚・排泄ケア認定看護師） 
 
やまもと ・ ちはる  ： 1994年 
津山中央病院就職、外科・脳
外科病棟。 2008年皮膚排泄
ケア認定看護師認定。外科、
形成外科、 泌尿器科病棟兼 
務を経て、2012年より褥瘡管
理者として勤務。 
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 ◆◆◆ 看護部新刊図書につきましてはグローバルメニュー図書委員会新着雑誌情報案内をご参照下さい ◆◆◆ 

【参加者の声】    
 今回、企画・準備してくださっ 
た居森部長さんをはじめとする 
上司の方々、あまり話した事の 
なかった同期の人達、そんな新 
しい人と一緒にご飯を食べ、笑 
って騒いで元気をもらいました。 
しんどいのは自分だけでなく、 
共に頑張っている仲間がこんなにも 
たくさんいて、こんなにもたくさんの人 
たちが私たちを応援してくださって 
いるのだと思うと、改めて頑張ろう 
と強く思うことができました。 
研修の話にもあったように同じ釜の飯を食べ 
ることはこうゆうことなのだと、分かったような 
気がします。 そんな仲間と一緒に、一生懸命 
頑張って画用紙に書いたような、今の自分の 
目標に向かって、日々勉強していきたいと思 
います。   救命救急センター 村田未佳 
 

新人採用員鳴門研修 

【参加者の声】   
  この２日間を通して、この研修の目的であったリフレッシュと同期の看護
師・コメディカルとの繫がりを広げるという目的は達成できたと思います。今
まで知らなかった コメディカルの人達と友達になる事で、困っ たときは相談
しそれぞれの得意分野を活かせるきっかけとなったのではないかと 思いま
す。この研修をきっかけに、これからも同期との繫がりは大切に していきた 
             いと思います。           Ｎ１病棟 平田千尋 
      

【引率者の声】 
  新人宿泊研修が始まり４年を迎えますが、今回始め 
て引率として参加させて頂きました。 ２日間を共に過ご 
した中で、最初の緊張した表情も時間が経つにつれ雰 
囲気が和らいでくるのを感じることができました。 看護 
部だけではなく他職種の人達と共に時間を共有するこ 
とで、横の繋がりができ、皆がアイデアを出し合いなが 
ら一つの目標に向かってチームで取り組むことの大切 
                            さを経験できたことは有意義で、今後の 
                                 チーム医療の育成に繋がるものであ 
                                         ると感じました。何事にも一生懸 
                                            命な姿勢と、笑顔が明るく元気 
                                               で弾けるように、サポートして 
                                           いきたいと思います。 
              ３階西病棟 師長 坂手佐千子 
              

 
 
 
 

 ６月２１日（金）～２２日（土）新採用者（６３名参加）  ３ヶ月目研修をエクシブ鳴門で 実施しました。 

 
１．交換回数について：４～５回、６回が平均的だが７回  
  や９～１０回の部署もある。 
２．尿漏れについて 
  ①男性患者の尿が多く７号でガードしてもパジャマ 
    まで尿汚染されることがある。 
  ②関節の拘縮があるのでパットの隙間から漏れる。 
  ③尿を溜めてから排尿する人は１回量が多く号数 
          の大きいパットを使用しても側臥位になっ ている  
          時などは尿漏れすることがある。 
 【花王からの助言】 
    あて方の工夫や、号数の適切な選択は必要だが、 
  まず、安心シートを試してみてはどうか。安心 シ－  
      トを早急にサンプルとして使用できるよう調整した 
      い。 
３．肌トラブルについて 
  ① 時々真菌が発生する。② かぶれあり、亜鉛華軟  
       膏塗布している。③ 軟便頻回で排泄のかぶれがあ  
       る。④ 排便の多い人で下痢の人は発赤ができたり  
  する。 
 【花王からの助言】 
   便が皮膚に直接付着しないような工夫が必要。 サ 
       ニーナなどを使って、優しく便を拭き取るとよ い。石 
       鹸をつけてゴシゴシ洗浄することは良く ない。WOC 
      大塚さんより他社ではあるが、皮膚に便がつかない 
      ような塗布剤は助言はしている。 

   ４月２５日（木）に開催されたオムツマイスター会議で、
下記内容について討議されました。今後、花王さんも臨
床に参加しながら指導を継続して下さいますので、各部
署困っている症例がありましたらご意見下さい。 

【エキスパートナース 
       研修内容】 
 

◆ 皮膚・創傷ケア 
◆ 化学療法 
◆ 呼吸管理 
◆ 看護研究 
◆ 心電図 
◆ 看護診断 
◆ ＮＳＴ 
◆ 人間関係論 
◆ 緩和ケア 

                   ７月１６日（月）から  
                   各エキスパートナース         
                 研修が始まります。本年   
                 度は８３名が受講予定です  
                                       が、欠席なく全課程を修了し  
                             た場合下記、受講証明書を教育 
委員会より発行しています。 
    受講生の皆さん、看護のレベルア ップを目指し 
て頑張って下さい。 
                                  


